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1977~1978年における「かも」からのA型インフ

ルエンザウイルスの分離成績について（第2報）

森 Ilj盛大＊ 庄司

高橋久美子＊ 佐藤

後藤良—* 原田
小川切孝人＊＊＊有川

I 緒 に＝コ

＊
＊
狂
~

子

美

二

雄

香

公

徳

保

名

松

脇

野

川

久

山

天

石

＊
 
＊
 

＊

＊

＊

＊

 

子

子

穂

久

陽

和

光

誠

藤

山

木

根

々

伊

高

佐

111
＊
 
＊
 

＊

＊

＊

＊

 

ク

康

郎

郎

三

キ

宏

誠

一

世界的大流行を起すAI¥'!．インフルエンザウイルスの出

現機序I)については，抗原循環説に対応して，遺伝的再

結合現象を根拠としたレコンビナント説2)が注LJされて

いるがこれまでに明らかにされたA型インフルエンザ

ウイルスの赤血球凝集(HA又はH)抗原は，人系で5

種類，馬系で2種類，烏系で9種類，また，ニューラミ

ニダーゼ (NA又はN)抗原は，人系で2種類，馬系で

2種類及び鳥系で6柿類である。

我々は，このレコンビナント説を想定して，、烏系のH

AとNAの各抗原の種類を謁資してきた 3)が本報では，

1977~1978年にかけて行なった｀かも、からのA型イン

フルエンザウイルスの分離成績を中心にして報告する。

II 材料と方法

A. ｀かも•からのウイルス分離材料採取

ウイルス分離材料は，表 1．に示す如く，県内 4地区で

狩猟開始日のII月15[liLハンターが射殺した 460羽及び

環境庁の許nI（学術研究をfI的として）を得て1978年3

月 1日～ 3月15日に烏獣捕獲許可証（第 171~187号）

を所持した捕獲員か射殺した78羽の｀かも、から採取し

た合計525検体の気竹擦過液と 538検体の総排泄LJぬぐ

い液である。

採取液は牛血清アルプミンを0.1%の割合に1)11えたSL

Eにストレプトマイシン1000r／叫，ペニシリンlOOOu

/mi,アクロマイシン50r／叫クロロマイセチン20r 

／叫及びマイコスタチン10r／叫を添加したものである。

被検材料は当日現地で採取（氷浴）後衛研に持ち帰り一

70℃IL油結保存した。

B. ｀かも、からの被検血清採取

｀かも、からの被検血清は表4．に示す14羽（1978年3

月の環境庁の鳥獣捕獲許可戯杏時）の凝固した心rfnから

採取し，被検時迄， -20℃に保存した。

c.ウイルス2分離方法と同定方法
ウイルス分離と同定の方法は既報3)と同様であるが，

同定に用いた抗Hswl.HO, HI. H2, H3, Havl~9, 

Heql, Heq2，及び抗NI. N2, Neq2, Nav I~6の各抗

血清は， Dr.Weh;ter, R. G.から分与されたもので

ある。また， NA及びニューラミニダーゼ活性阻止 (N

A I)試験は Websterらの方法9)により行った。

D.赤血球凝集抑制試験

赤血球凝集抑制 (HAI)試験は，被検血清を形の如

< R D E処刑した後， A/Turkey /Oregon/71 CHavl 
Hav 2), A/duck/ Akita/34/78 (Hav 2 Nav 5),A 

/duck/ Akita/65/77 CHav 4 Nav 6), A/tern/ 

S.Africa/61 CHav5Nav2), A/duck/Akita/47 

0/78 (Hav 6 N 2), A /duck/ Akita/239/77CHav 

6Nav2),A/NJ/8/76 CHswl NI), A/USSR 

/92/77 (H I N I)及びA/Yamanashi/2 /77 (H 

3 N 2)の各抗原を川いてマイクロタイター法により実

施した。

E.電子顕微鏡による形態学的観察

屯顧による分離インフルエンザウイルスの形態学的観

察は既報の方法3)により実施した。

m 成 績

ウイルス分離成組は，表 1．に示す如く， 1063検体から

20株（分離1.9彩）のA刑インフルエンザウイルスが検出

された。年別にみると， 1977年は僅か0.5%の分離率であ

ったが， 1978年には 2.9％と上昇し，採取年による変動か

みられた。採取部位別には前報 3)と同様，総排泄口ぬぐ

い液か気管擦過液より約2倍分離率が高かった。‘かも、

の種類によってみてみると，非渡り鳥（地がも）系のカ

ルガモからは 9株（分離率1.6%)分離されたのに対し
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表1. 1977~1978年， ｀かも、からのウイルス分離成績

ミ藁
北米代秋川田流郡域I能落 代合 沼市 八郎潟 相山野内々 ダ村ム 小 計

1977 1978 1977 1978 1977 1978 1977 1978 1977 1978 ＾ ロ 計

11•15 11-15 11•15 11•15 11•15 3•]~3•15 11•15 11-15 11•15 

T 0/11 0/53 0/25 0/23 0/12 1/22 0/69 1/63 0/156 2/122 2(0/2.77) 8 9/560 
カルガモ

7(2/2.58) 2 C 0/13 0/52 3/25 0/26 0/12 1/22 0/69 3/63 0/160 7/122 (1.6) 

T 0/1 0/10 0/34 2/29 0/2 0/3 0/12 2/67 詮恐 8/161 
コ ガ モ

閉2)C 1/1 0/2 0/1 1/10 0/34 4/29 0/2 0/3 2/15 4/67 (5.0) 

T 0/3 0/7 0/13 1/10 0/4 0/5 0/14 1/28 闘 1/84 
マ ガ モ 0/42 

C 0/3 0/7 0/13 0/10 0/4 0/5 0/14 0/28 (0) (1.2) 

T 0/2 0/25 0/12 2/59 0/25 2/73 闘 2/202 
キンクロハジロ 0/104 

C 0/2 0/31 0/12 0/59 0/31 0/73 (0) (1.0) 

T 0/2 0/1 0/3 0/3 0/6 (0) 
オナガガモ 0/3 

C 0/2 0/1 0/3 (0) (0) 

T 0/4 0/4 0/4 0/8 (0) 
ヒドリガモ 0/4 C 0/4 0/4 (0) (0) 

T 0/3 0/18 0/21 0/21 0/42 (0) 
ホシバジロ 0/21 

C 0/3 0/18 0/21 (0) (0) 

T 0/11 0/56 0/67 0/78 6/138 0/76 0/210 7/315 7/525 (1.3) 
小 計 13/538 

C 1/14 0/57 1/76 0/78 5/138 0/76 2/223 11/315 (2.4) 

1/25 0/113 3/56 1/143 0/156 11/272 0/(015) 2 4(/21.842 ) 2/433 18/630 (4.0) (0) (5.4) (0.7) (0) (4.0) (0.5) (2.9) 20/1.063 合 計
1/25 3/169 

I 
12/571 4/294 

(1.9) 

(4.0) (1.8) (2.1) (1.4) 

註1. T：気管， c:総排泄口， 註2. 分離陽性数／被検数， 註3.( )内は分離陽性率劣

て，シベリア地方などから渡ってくるとみられるコガモ 株， av3が2株， av6が2株（1976年分を加えると 4

からは8株 (5.0彩），マガモからは 1株(1.2劣），キン 株），及びav4とeq2がそれぞれ1株ずつであった．

クロハジロからは2株(1.0彩）で；他のオナガカモ，ヒ また， N抗原についてみると` ； avが4株， avlが2株

ドリガモ，ホシバジロからはいずれも分離されなかった． N2が1株（1976年分を加えると 5株），及びav2とav

分離されたウイルスの抗原構成を｀かも、の種類別に 5が各 1株ずつであった．なお，抗原構成が（？）とさ

みてみると表2．に示す如く，カルガモからは 3種類以 れたものは現在同定中のものである．

上(1976年分を加えると 5種類以上）， コカモからは6 次に分離ウイルスの電顕像をみてみると，図 1., 2.， 

~8種類，マガモからは 1種類，キンクロハジロからは 5．に示す如く，形態は概ね球形で，サイズも80~150n 

1 ~2種類の異なる抗原構成をもつウイルスが検出され mであったが，中には，図 1の左側のような多形性のも

た． のもみられた．また，図2のように，内部の構造たんぱ

これを抗原構成別にまとめてみると，表5．の如<, H くが露出したものも観察された。

抗原はav7が4株（1976年分を加えると 6株），av2が2 最後に， ｀かも、の保有するHAI抗体の検出を試み
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表2. 1976~1978年県内の｀かも、から分離された

A型インフルエンザウイルス

‘かも、の種類 抗 原 構 成 分離株数

Hav 2 Nav 5 I 

Hav 3 N? I 

Hav 6 N2 2* 
カルガモ

Hav 7 N2 2* 

Hav 7 Nav 6 1 

H (?) N (?) ** 6 

Hav2(or av6)N(?l I 

Hav4 Nav 6 l 

Hav 6 N2 I 

ガ モ
Hav 6 N(?) I 

コ
Hav 7 Nav I I 

Hav 7 Nav 2 I 

Hav 7 Nav 6 I 

H (?) Nav 1 1 

マ ガ モ Heq 2 Nav 6 1 

キンクロハジロ Hav 3 N (?) I 

H(?)N(?) 1 

* 1976年に分離されたもの

＊＊ （？）は未同定

表3. 1976~1978年県内の｀かも、から分離された

A型インフルエンザウイルス

抗 原 構 成

Hav2 Nav 5 

Hav4 Nav 6 

Hav 6 N2 

Hav7 Nav I 

Hav 7 Nav 2 

Hav7 Nav6 

Hav7 N2 

Heq 2 Nav 6 

H (?) Nav I 

Hav2 (or av6)N (?) ** 

Hav 3 N (?) 

H(?)N(?) 

分離番号

78-34* 

77-65 

76-63, 76-347, 78-470 

78-468 

77-239 

78-469, 78-482 

76-31 o, 76-311 
78-485 

78-484 

78-203, 78-232 

78-629, 78-852 

（株数7……しヽずれも

1978年分）

＊分離年（西歴末尾2桁）一検体番号，＊＊（？）は未同定

た結果，表4．に示す如く， 14羽中 l羽（カルガモ）から

A I USSR / 92 /77抗原に対する抗体が検出された．

IV 考 察

A型インフルエンザウイルスのRNAは， 1本鎖のパ

図1. 78-470株＊の電顧像

*A/duck/ Akita/470/78 (Hav6 N 2) 

図2. 78-484株＊の電顆像

* A I duck/ Akita/ 484 /78 (H ?Nav I) 

図3. 78~232株＊の電顧像

* A/duck/Akita/232/78 CHav3N?) 

ラインフルエンザウイルスと異なり， 8本のRNA分節

から構成されているため， 2種類のA型インフルエンザ

ウイルスをinvitroやinvivoで2重感染することに
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表4. 1978年3月に採取した‘かも、血清中の HAI抗体検出

> 

＾ 翠゚ょ
ゴ ＞ 己 ゴ > > > 

‘̀ 
^ c゚ I 

‘‘ I | ‘‘ ‘‘ ‘‘ 
NA 抗原

＾ ェロ ＜← ロ←ス9 ： 
＾ 工C1)← → コ 工^ 心べ。l 臼器“ ^ Z ^ c:: 三届ロ 工 ロし―̀ エ(/)

P P 
P 、̀ 8 ゜

u 一z: U) ゜＜ ‘‘ < < < C/l < < 
乏‘ z: ‘̀ 
00 

↑・ 力 c 

-z〇<: 匹゚n, .., ゚::s 

co d ° • > cn ...., c 

z: z: z: z z ‘‘ ヽノ ‘‘ '--'‘̀ 
かもの p ， zロ< .... 苔"'• c a) ーぢ g ゴ

＜ 、ー／＇ ＜ シ ‘̀ ＜ 
ゴト、、 c O'l r ‘‘ ト0

種 類 ノヽ → ‘ーノ 、一 ヽ~c,:.. 、一
No. に—』

I キンクロハジロ -* 

2 II 

3 ’’ 
4 ’’ 
5 ’’ 
6 9/ 

7 コ ガ モ

8 ” ， 
’’ 

10 ’’ 
11 ’’ 
12 力 Jレ ガ モ

13 II 64 

14 マ ガ モ

* HAI抗体価32倍以下

より，容易に｀あいの子、のレコンビナントウイルスを H 3,謁系のHeq1, NA抗原ではN1とNeqIのみと

作成し得る．このことが，新しい汎流行ウイルスの発生 なった。しかし，本報の12株の如く，未同定又は既知の

機序に関するレコンビナント説のよりどころとなってい 抗血清で同定されがたい分離株が存在することはこれら

るわけであるが．そのベースとなる哺乳類や鳥類などに の分離株の中から上記抗原を有するものや新しい抗原を

おけるA型インフルエンザウイルスの種類，殊に，鳥類 有するものが見つけられる可能性も若干残されている．

については， Websterたちの成績＂をはじめとして， このように，鳥類から数多くのタイプのHAやNA抗

近年数多く報告されてきている．本邦では，根路銘たち。 原が検出されたが，この中でも，人系のN2抗原および

と著者らが参加している山根たち5)6)の報告が中心であ 馬系のHeqIやNeq2などの抗原を有するものが存在し

るが，前者の場合は，東南アジアからの輸入鳥について たこと，或いは， ｀かも、の血清中に人系ウイルスに対

の調査で， Hav7 Neq2, Hav 4 Neq 2, Hav 4 Nav]の する抗体が検出されたことーソ連でも鳥からH3H21C

抗原構成をもつインフルエンザウイルスを検出している。 対する抗体が検出されている10），或いは又，同一の｀か

これに対して，後者の場合は，渡り烏系や非渡り鳥系の も、、から 2種類のウイルスが同時に検出されたこと (78

｀かも、を中心に調査し． HavI, 3, 4, 5, 6, 7, -469株と78-470株）などの成績は， レコンピナント

8, 9,並びに， N2,.Neq2,Navl, 2, 3, 4の 説を想定した時，興味深いものと考えられた．すなわち

組合わせによるウイルスを検出している． 総排泄口から排泄されたウイルスが湖沼を汚染し，他の

今回の調査では， Hav7のHA抗原を有するものが最 ウイルスを保有している次の｀かも．へと経口伝播して

も多かったが，これまで本邦で報告されていなし、Hav2 いく可能性，或いは，，人系ウイルスのその場への混入

が新らたに検出され，また， NA抗原でもNav5やNav 汚染の可能性などが合わさり，‘かも、という宿主での同

6が新らたに検出されるなど， 8種類以上にわたる抗原 時感染か成立し，レコンビナントウイルスの出現が想定

構成のA型インフルエンザウイルスが分離された．従っ されるからである．その意味でも，人インフルエンザや

て，上述の山根たちの成績と合わせると，烏類から本邦 豚インフルエンザなどの流行後に‘かも、の保有するウ

で未だ検出されていないHA抗原は人系のHl.H2, イルスやHAI抗体を精査することや本邦の‘かも、の
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渡りコースであるシベリア地方の成績などを観察するこ

となどは，今後本甜査をすヽめていく上に，必要になっ

てくるものと考えられる．勿論， ｀かも、にのみレコン

ビナントの場を求めようとするものではなく，その可能

性のある宿主の 1つとしてみていくわけである．また，

出来得るならば，他のウイルスの汚染の恐れのないよう

な場での 2重感染実験ー一勿論，感染ウイルスやレコン

ビナントウイルスが他に絶体波及しないような一ーなど

も今後慎重に考えていきたい．

v 結 論

1977~1978年，貼内 4地区で採取したカルガモ，コガ

モ，マガモ，キンクロハジロなど7種類の｀かも、の気

管擦過液525検体と総排泄口ぬぐい液538検から20株A

型インフルエンザウイルスを分離した．

抗原構成は Hav2 Nav 5, Hav 4 Nav 6, Hav 6 N 2, 

Hav 7 Nav I, Hav 7 Nav 2, Hav 7 Nav 6, Hav 7 N 

2, Heq 2 Nav 6などであった．

稿を終えるにあたり，本謁査に御協力下さいました貼

林政課，秋田，山本，男鹿，北秋田各農林事務所，県自

然保護課，秋田県猟友会，大潟村猟友会，並びに，環境

庁に深甚の謝意を表します．
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